
リニア中央新幹線建設工事に係るヤード整備に関する県の認識 

 

１ 県が受忍した準備段階の工事について 

県が 2018 年８月 24 日付けで、本体工事とは切り離し、準備段階の工

事として受忍する旨回答した工事と回答に当たっての判断は次のとおり。 

静岡県中央新幹線対策本部では、この内容について、大井川利水関係協

議会の会員に情報提供するとともに意見を伺いました。 

その結果を踏まえ、静岡県中央新幹線対策本部としては、今回、説明が

あったリニア中央新幹線建設工事に係る宿舎・事務所等工事と林道東俣線

改良工事（落石対策と待機所設置を除く）は、本体工事（トンネル工事）

の準備段階の工事であり、大きな土地の改変を伴わないことから、大井川

水系の水資源及び南アルプスの自然環境保全に著しい影響を与えるとは考

えにくいと判断します。よって、本体工事とは切り離し、準備段階の工事

として受忍します。 

 

２ ＪＲ東海が公表した工事の準備の内容について 

2018 年 8月 24 日付けで、県が準備段階の工事として、受忍した工事箇

所、内容については、ＪＲ東海が 2020 年６月 12日付けで公表した資料

においては、青色の「着手済みの準備」と示されている。 

同資料には、「再開する準備」という記載があるが、本県では過去にこ

れらの工事の着手を受忍した経緯はないので、これらの箇所については、

「再開する準備」ではなく、今回新たに追加工事として実施予定の箇所・

内容と考えられる。 
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